
Makers
海外をも巻き込んだ話題の７月５日が過ぎました。
かいがい ま こ わ だい す

トカラ列島での群発地震が発生し、本当に震災が起きるのかと思った人も少なくはないでしょう。実際に
れっとう ぐんぱつ じ しん はっせい ほんとう しんさい お おも ひと すく じっさい

海外からの旅行客が減少し、航空便が運休になる路線もいくつかあります。
かいがい りょこうきゃく げんしょう こうくうびん うんきゅう ろ せん

このような状 況に、気象 庁が、噂に対する科学的根拠はないとメディアで発表する光景もありまし
じょうきょう き しょうちょう うわさ たい か がくてきこんきょ はっぴょう こうけい

た。地球の年齢はおよそ45億年。地球科学ではマントルの対流の周期は１億年、火山の寿命は１万年
ち きゅう ねんれい おくねん ち きゅう か がく たいりゅう しゅう き おくねん か ざん じゅみょう まんねん

というオーダーで見ています。人間の時間の間隔とは大きく異なる地球の営みからすると、いつ、どこで、
み にんげん じ かん かんかく おお こと ち きゅう いとな

どのような災害が起こるのかをピンポイントで予測することは不可能と言われています。
さいがい お よ そく ふ か のう い

しかし、今回の話題が非常時の対策について考える機会になったとするなら、プラスの効果もあったこ
こんかい わ だい ひ じょう じ たいさく かんが き かい こう か

とになります。

気象に関するいろいろな言い伝えがあります。「夕焼け空だと翌日は晴れる」「月がかさをかぶると雨」
き しょう かん い つた ゆう や ぞら よくじつ は つき あめ

などは定番の言い伝えであり皆さんも聞いたことがあると思います。また、「○○山に雲がかかると雨が降
ていばん い つた みな き おも やま くも あめ ふ

る」のように、その地域特有のな言い伝えもあります。
ち いきとくゆう い つた

科学的な理由は分からなくても、現象を観察することで予兆を知ることができます。その現象を科学的
か がくてき り ゆう わ げんしょう かんさつ よ ちょう し げんしょう か がくてき

に考えることで予言が予測に変わります。科学的に予測するためにはその根拠となる要因を見つけること
かんが よ げん よ そく か か がくてき よ そく こんきょ よういん み

が必要です。観察することは要因を見つけることにつながるのではないでしょうか。
かんさつ よういん み

人は理屈で説明できないことを「神のなせる業」としてきました。文明の
ひと り くつ せつめい かみ わざ ぶんめい

発達と共に科学的に説明できることが増えましたが、まだまだ多くのことが
はったつ とも か がくてき せつめい ふ おお

神の領域です。
かみ りょういき

皆さんも周囲をよく観察してみてください。科学的なことだけではなく、
みな しゅう い かんさつ か がくてき

人間関係も観察すると、偶然ではない必然的な因果関係に気づけるかもしれ
にんげんかんけい かんさつ ぐうぜん ひつぜんてき いん が かんけい き

ません。

ものをつくる技術 ･技能も大切ですが、メンテナンスし安全に長く使える
ぎ じゅつ ぎ のう たいせつ あんぜん なが つか

ことも重要です。そのために必要不可欠なのが観察です。どのようなとこ
じゅうよう ひつよう ふ か けつ かんさつ

ろに変化が出ているのか、どのように変化しているのかを把握し、要因を予測
へん か で へん か は あく よういん よ そく

し対策を立てることで改善されます。安全なものづくりを実現してください。
たいさく た かいぜん あんぜん じつげん

校長 松川 明義
こうちょう まつかわ あきよし

米工通信 第３７６号

令和７年７月８日

鳥取県立米子工業高等学校

【 行 事予定】
ぎよう じ よ てい 10日(木)：短縮授業

にち もく たんしゅくじゅぎょう

11日(金)：パソコン利用技術検定 初級ＣＡＤ検定
にち きん り よう ぎ じゅつけんてい しょきゅう けんてい

12日(土)：ものづくりコンテスト鳥取県大会測量部門
にち ど とっとりけんたいかいそくりょう ぶ もん

週末の大会 硬式野球部、軟式野球部、ボート部
しゆうまつ たいかい こうしき や きゅう ぶ なんしき や きゅう ぶ ぶ

べいこう
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https://www.torikyo.ed.jp/yonagoko-h/

